
仙北市議会だより 2

る
べ
き
こ
と
は
２
名
減
に
な

っ
た
時
点
で
検
証
し
て
か
ら

で
も
定
数
削
減
は
遅
く
は
な

い
。

　

以
上
の
理
由
で
本
案
に
は

反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
18
名

反
対
２
名
で
可
決
す
る
。

　

引
き
続
き
議
員
報
酬

を
５
％
引
き
下
げ
す
る

議
員
提
出
議
案
は
全
会

一
致
で
可
決
す
る
。

　

仙
北
市
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
制
定

に
つ
い
て

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は

仙
北
市
と
市
民
が
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
こ

う
と
い
う
条
例
で
あ
り
、
進

め
る
上
で
職
員
の
関
わ
り
方

や
職
員
の
資
質
向
上
、
意
識

改
革
を
進
め
ま
ち
づ
く
り
に

ど
の
よ
う
に
立
ち
向
う
か
に

つ
い
て
明
文
化
す
る
も
の
で

あ
る
が
（
議
会
か
ら
、
市
は

市
民
を
指
導
す
る
立
場
に
あ

る
か
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
一
方
、
行
政
自
ら
の
変
化

に
つ
い
て
言
及
が
な
い
。

　

市
と
市
民
は
対
等
で
あ
る

と
い
う
原
則
が
意
識
さ
れ
て

お
ら
ず
行
政
側
の
視
点
で
作

ら
れ
て
い
る
。

ら
れ
た
人
し
か
挑
戦
出
来
な

く
な
る
。

　

誰
も
が
挑
戦
で
き
る
専
門

性
を
備
え
た
議
会
へ
と
大
幅

に
舵
取
り
を
す
べ
き
で
あ

る
。

　

少
数
精
鋭
で
あ
れ
中
身
や

質
が
大
切
で
あ
り
、
住
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
、
頼
れ
る
議

会
へ
と
議
員
自
ら
改
革
し
て

行
く
意
欲
の
あ
る
人
が
出
て

き
て
も
ら
い
た
い
し
、
内
容

の
濃
い
議
会
に
す
べ
き
と
の

思
い
か
ら
議
案
を
提
出
す

る
。

　

議
員
提
出
議
案
に
対
し

　

平
岡
議
員
の
反
対
討
論

　

行
政
に
対
し
て
議
会
は
広

く
住
民
の
多
様
な
意
見
を
細

や
か
に
吸
い
上
げ
、
反
映
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

定
数
が
削
減
さ
れ
る
と
広

い
エ
リ
ア
の
仙
北
市
は
市
民

の
声
が
反
映
で
き
な
く
な

る
。

　

２
名
減
に
な
っ
て
か
ら
２

年
も
経
っ
て
い
な
い
し
、
や

　

地
域
経
済
情
勢
の
悪
化
少

子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

（
５
年
後
、
約
２
万
７
千

人
）、
仙
北
市
財
政
の
逼
迫

等
に
よ
り
一
層
の
効
率
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

議
会
改
革
の
中
で
特
に
議

会
経
費
の
削
減
は
議
員
定

数
、
報
酬
の
削
減
で
あ
る
。

　

政
治
は
幅
広
い
分
野
、
年

齢
、
地
域
の
層
に
門
戸
開
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
概
に
定
数
を
減
ら
す
こ

と
は
門
戸
を
狭
め
る
こ
と
に

な
り
、
一
方
で
報
酬
を
限
り

な
く
削
減
す
る
こ
と
は
時
間

と
お
金
に
余
裕
の
あ
る
人
が

多
く
な
る
。

　

次
代
を
担
う
若
者
は
時
間

的
、
金
銭
的
に
も
余
裕
が
あ

る
と
い
え
ず
政
治
に
挑
戦
し

難
い
状
態
を
作
る
こ
と
と
考

え
る
。

　

地
方
分
権
時
代
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会

は
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
報
酬
を
限
り
な
く
削

減
し
て
い
く
こ
と
は
逆
に
限

髙
橋
議
員
の
提
案
理
由
の
説
明

（
次
期
改
選
時
よ
り
）

　

他
市
の
条
例
は
市
民
が
政

策
立
案
過
程
に
市
民
が
参
画

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
う
た

わ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
市
民

が
市
政
に
関
わ
り
を
持
つ
と

い
う
方
向
で
書
か
れ
て
い

る
。

　

仙
北
市
の
協
働
の
条
例
で

は
そ
う
し
た
条
項
は
一
切
書

か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
議
会

は
指
摘
す
る
。）

　

内
容
を
更
に
調
査
、
検
討

を
要
す
る
事
項
が
あ
る
こ
と

か
ら
市
長
よ
り
撤
回
の
請
求

が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
議
会
は

承
認
す
る
。

　

仙
北
市
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　

奨
学
資
金
の
貸
与
を
希
望

す
る
生
徒
に
、
仙
北
市
で
は

仙
北
市
奨
学
資
金
条
例
、
田

沢
湖
町
奨
学
資
金
貸
付
基
金

条
例
、
そ
れ
に
民
間
団
体
で

あ
る
角
館
町
育
英
会
の
奨
学

規
定
に
基
づ
い
て
貸
与
し
て

い
る
。

　

新
年
度
よ
り
こ
れ
を
一
本

化
し
た
制
度
に
よ
り
奨
学
資

金
の
貸
与
を
行
う
条
例
の
改

正
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
田
沢
湖
町
奨
学

資
金
貸
付
基
金
の
財
源
と
し

平成23年度
仙北市一般会計補正予算
5,560万円を全会一致で可決する。

議員提出議案
議員定数を3人減の19人とする条例案を可決（賛成多数）
議員報酬を5％引き下げる条例案を可決（全会一致）

（平成23年11月30日〜12月21日）
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議
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２

　議
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人
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19
人
」に
改
め
る
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里
、
愛
仙
等
）

　

新
年
度
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
法
律
改
正
に
よ
り
円
滑

に
移
行
す
る
た
め
各
施
設
に

対
し
て
特
別
対
策
費
と
し
て

助
成
す
る
も
の
、
そ
の
他
補

装
具
等　

１
，
１
７
３
万
円

◎
既
存
施
設
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
等
設
備
整
備
費

　

か
た
く
り
の
里
（
西
木

町
）
へ
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

置
の
補
助
金　

２
１
１
万
円

◎
く
ら
し
の
安
心
サ
ポ
ー
ト

推
進
事
業
費

　

各
地
域
セ
ン
タ
ー
の
要
望

に
よ
り
除
雪
機
３
台
、
草
刈

機
２
台
、
管
理
機
１
台
、
投

光
器
４
台
、
発
電
機
２
台
等

を
配
置
す
る
費
用９

０
１
万
円

◎
老
人
福
祉
施
設
措
置
費
負

担
金

　

寿
楽
荘
が
民
営
化
に
よ
り

事
務
費
改
定
の
差
額
分
と
１

名
増
に
よ
る
措
置
費

２
５
０
万
円

◎
既
存
施
設
防
火
改
修
等
整

備
事
業
費
補
助
金

　

た
ん
ぽ
ぽ
（
角
館
）
に
地

震
防
火
対
策
に
必
要
な
壁
等

の
補
強
に
対
す
る
補
助
金

６
５
０
万
円

◎
こ
ど
も
の
え
き
設
置
事
業
費

　

花
葉
館
、
平
福
美
術
館
田

沢
湖
図
書
館
へ
、
お
む
つ
交

換
台
、
ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
、
ベ

ビ
ー
チ
ェ
ア
、
ベ
ビ
ー
シ
ー

ト
等　
　
　
　

１
７
１
万
円

◎
生
活
保
護
費

　

３
４
０
世
帯
、
４
７
５
人

に
対
し
て
生
活
、
住
宅
、
医

療
、
介
護
扶
助
費

２
，
６
３
５
万
円

◎
市
営
住
宅
管
理
運
営
費

　

菅
沢
住
宅
の
白
ア
リ
駆

除
、
給
湯
器
、
ガ
ス
管
の
修

繕
費
と
除
雪
機
械
貸
上
代

３
４
１
万
円

◎
福
島
っ
子
と
秋
田
っ
子
の

冬
期
交
流
事
業
費

　

紙
風
せ
ん
づ
く
り
の
交
流

（
桧
木
内
小
）、
燈
火
祭
で

の
交
流
（
白
岩
小
）、
剣
道

部
と
な
べ
っ
こ
郷
土
料
理
の

交
流
（
生
保
内
小
）

１
９
５
万
円

◎
一
般
教
育
振
興
総
務
費

　

平
成
24
年
度
教
科
書
の
改

正
に
よ
り
市
内
中
学
校
５
校

分
の
職
員
用
教
科
書
購
入
費

３
１
７
万
円

（
田
口
（
喜
）　

記
）

て
昭
和
49
年
に
生
保
内
財
産

区
よ
り
１
，
４
０
０
万
円
、

昭
和
50
年
に
田
沢
財
産
区
よ

り
１
，
０
０
０
万
円
が
繰
り

入
れ
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

条
例
改
正
案
を
提
出
す
る
前

に
生
保
内
、
田
沢
両
財
産
区

管
理
会
の
承
諾
を
得
る
べ
き

所
を
承
諾
を
得
な
い
ま
ま
議

案
提
出
し
た
こ
と
に
よ
り
手

続
に
お
い
て
不
十
分
で
あ
り

教
育
長
よ
り
撤
回
の
請
求
が

出
さ
れ
、
こ
れ
を
議
会
で
承

認
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
出
の
主
な
も
の

◎
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
費

　

富
士
河
口
湖
町
で
平
成
24

年
３
月
に
ク
ニ
マ
ス
の
調
査

研
究
を
し
て
い
る
機
関
が
現

状
の
報
告
や
今
後
の
展
開
を

協
議
す
る
会
議
へ
出
席
す
る

旅
費
４
名
分　
　

２
７
万
円

◎
地
域
運
営
体
活
動
推
進
費

交
付
金

　

角
館
地
域
に
角
館
ま
ち
づ

く
り
地
域
運
営
体
が
設
立
さ

れ
、
活
動
を
支
援
す
る
交
付

金　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

◎
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

　

障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
増
加
に
よ
る
（
角

間
川
更
正
園
、
こ
う
せ
い
の
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議案
第96号

平成22年度仙北市一般会
計歳入歳出決算認定につ
いて

11/30
原
案
不
認

賛 賛 賛 賛 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 反 反 反 反 反 賛 賛 反

議案
第101号

平成22年度仙北市国民健
康保険特別会計歳入歳出
決算認定について

11/30
原
案
認
定

賛 賛 賛 賛 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛

議案
第103号

平成22年度仙北市後期高
齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定について

11/30
原
案
認
定

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛

議案
第117号

仙北市一般職の職員の給与
に関する条例の一部を改正
する条例制定について

11/30
原
案
可
決

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 反 賛 賛 賛 賛 賛

議　員
提出議案
第16号

仙北市議会議員の定数を
定める条例の一部を改正
する条例制定について

12/21
原
案
可
決

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛


